
和邇小自慢和邇小自慢

この和邇小学校には、よいところがたくさん
ありますが、今回は「イベント委員会」につい
て紹介します。イベント委員会とは、名前の通
り、全校の子どもたちが参加できるイベントを
企画して、楽しませてくれる委員会です。「自分
の特技見せまショー」や、「百人一首大会」など
があります。　
「わにっこり」というキャラクターもいます。
和邇小学校は、すごく楽しめる学校です。

（女子児童）

和邇小学校のよいところは、和邇川で生き物
調査をしたり、和邇漁港へ行って、朝に漁師さ
んがとってきた魚を見せてもらったり、栗原で
お茶摘みしたりできるところです。ぼくは、学
校を出て勉強するのが好きなので、前の夜から
わくわくしています。
他には、中庭で遊べます。ジャンプボードが
二つあって、縄跳びの好きな人が、ジャンプ
ボードにのって、つばめ、はやぶさ、三重跳び
とか練習しています。人気があるので、行列が
できることもあります。

（男子児童）

和邇小学校のよいところは、たくさんありま
すが、その中でも特によいと思うことは、みん
なが仲よくできる行事があることです。例え
ば、大縄大会です。大縄大会では、みんなが声
をかけあって団結力が高められます。休み時間
や体育の授業の時間に、みんなで練習していく
うちに、もっとみんなと仲よくなれます。
私は、楽しい行事がたくさんある和邇小学校
がとてもよい学校だと思います。

（女子児童）

学校の沿革学校の沿革

明治 6. 8. 6 令徳学校（南浜）
6.10. 1 王仁学校（小野・高城・中村）

成章学校（北浜・中浜）
7. 1. 8 以文学校（栗原）
19.11. 1 簡易科栗原小学校

簡易科和邇小学校
20.11. 2 簡易科廃止  尋常科和邇小学校
25. 5. 1 和邇村立栗原尋常小学校（３年）

和邇村立和邇尋常小学校（４年）
27. 4. 1 和邇尋常高等小学校（高等科）
37. 2.16 新校舎完成（現在地）創立記念日
41. 3.31 栗原尋常小学校（分教場）

昭和 16. 4. 1 分教場と和邇尋常高等小学校が統
合「和邇国民学校」

19.11.12 校舎完成目前全焼
20.12.25 新校舎完成
22. 4.21 「和邇小学校」（村立和邇中学校併

設。Ｓ27.4.7に分離）
28.10.10 創立80周年祈念式典挙行
30.10. 1 「志賀町立和邇小学校」
31. 6.14 完全給食実施
40. 5.22 新校舎完成（現在の北校舎）
41.12.12 体育館落成
46. 2.14 同窓会復活総会
48. 2.26 創立100周年記念式典実施
53.11. 4 教室増改築工事完了
55. 3.31 児童数増により小野小学校と分離
55. 7.31 プール竣工
57. 3.27 増改築工事完了
58. 9.22 学校安全準優良校受賞
60. 8.31 北校舎改修工事
60. 9.28 交通安全功労賞受賞
60.11.12 県学校安全研究指定校
61. 6. 4 同窓会・後援会発足
63. 2.16 文部省指定道徳教育１年目
63. 7. 1 内閣総理大臣表彰受賞（安全教育）

平成 8. 2.29 体育館竣工・中庭整備
15.12.22 創立130周年記念事業実施
18. 3.20 合併「大津市立和邇小学校」
21.10.20 校舎耐震工事終了
24. 6.29 後援会・同窓会に改称
  24.11 校舎大規模改修工事
  26. 9 校舎大規模改修　完了
  27. 9 普通教室・特別教室空調設備完備※和邇小学校キャラクター

　「わにっこり」

＊昨年度後援会・同窓会費
で、空気清浄機を全教室分
そろえることができました。
また、新１年生に黄色の通
学帽子をプレゼントしまし
た。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

＊子どもたちの作文を紹介します。

創立146年
和邇小学校後援会・同窓会
令和元年7月1日
第56号

和邇小学校後援会・同窓会　会長  畑　尚登

和邇小学校後援会・同窓会会長として５年間が経過しました｡これといった貢献はできていませんが、会員の皆様、地域の
皆様のご理解、ご協力の下、会費の納入をいただくことにより、子どもたちの教育環境の充実に寄与できますことを、あらため
て感謝申し上げます｡  ありがとうございます｡
さて、時代は平成から令和へと移りました｡平成時代を振り返りますと、情報化、国際化が著しく進展するとともに、少子高
齢化や人口減少問題などが社会問題化しています｡子どもたちを取り巻く環境も、いじめや不登校、ひきこもり、虐待などが深
刻な問題となっており、有効で具体的な解決策が見いだせない状況です｡
これから子どもたちが生きていく未来は、どんな時代になっているのでしょう。情報化やグローバル化がさらに進むと共に、
ＡＩや自動運転、リニアなど今とは随分違った世界になっているかもしれません｡
そうした時代に生きる子どもたちに必要なものは、その時代を生き抜く力を育てる教育であると言えます｡学校では、今プロ
グラミング教育や英語教育、アクティブラーニングなど新しい時代に即応した教育が展開されつつあります｡子どもたちが充実
した教育環境のもと、新しい時代を生き抜く力を身につけてくれる事を願いながら、後援会・同窓会と致しましても、ささやか
ではありますが子どもたちの教育環境の充実に寄与して参りたいと思います｡
 子どもたちが、自分の夢や志を実現し、一人一人が、世界で一つだけの自分の花を咲かせることができる社会が実現するこ

とを願わずにはおれません｡
末筆になりましたが ､会員の皆様のご多幸とご健勝を心よりお祈り申し上げます｡

校長　鎌田　豊
後援会・同窓会の会員の皆様、いつも和邇小学校を応援

していただきありがとうございます。私は、本年度より校長とし
て着任いたしました。146年の歴史ある本校の校長として着任
させていただいたことに、その責任の重さを感じているところ
です。和邇の地は歴史あふれる町の中で、子どもたちが地域
の方々に温かく支えられ、健やかに成長しているのだと感じま
す。昨今、子どもたちが巻き込まれる悲惨な事件や事故が多く
発生しています。子どもたちが笑顔で登校できる安心・安全な
学校づくりを大切にしていきたいと考えています。昨年度、一
昨年度には、皆様のお陰で例年大流行するインフルエンザ対
策として、高額な加湿器を全ての教室と保健室に設置してい
ただき大変助かっております。子どもたちにあれば良いと思う物
品はたくさん思いつきます。しかし市の予算の関係上、学習に
係る物品を優先して購入し、その他必要な物品に対して思い
通りにお金を使うことができないというのが実情です。しかし、
本校には、地域で子どもたちの健全育成を温かく後押しして
いただいている「後援会・同窓会」という力強い応援団が存
在しており、皆様からの御支援が子どもたちの笑顔に繋がって
いることを忘れてはいけないと考えます。本年度も、子どもたち
に役立つ物を購入し、有効に活用させていただきたいと思いま
す。心から感謝しております。学校といたしましても、皆様方の
温かい声援をしっかり受け止め、子どもたちに返していけるよう
精一杯努めて参りたいと思います。また、子どもたちにも、自分
たちが周りの方々の温かい気持ちで支えられていることを知る
ことは大切なことだと思いますし、しっかり伝えていきたいと思い
ます。
保護者・教師・地域の共通の願いである「子どもたちの健

やかな成長」を具現化するこの活動が今後も末永く続くことを
心から願っています。

ＰＴＡ会長　田中　豊実

盛夏の候、和邇小学校後援会・同窓会の皆様におかれま
しては、ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。平素はＰ
ＴＡ活動に格別のご支援・ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
今年度会長を仰せつかることとなり、その責任の重さを痛感し
ております。同時に、未来ある子どもたちの育成に深く関わるこ
とができることを光栄に感じております。

さてこの和邇学区は、大津市という中核市にありながらも自
然が豊かであり子どもたちが成長していくには抜群な環境にあ
ると思います。加えて、学校のみならず地域の幅広い世代の
人たちが関わり子どもたちを見守り育てる環境が整っているこ
とにも、感動すら覚えております。とりわけこの和邇小学校後
援会・同窓会には、和邇小学校の卒業生だけでなく地域の
方の賛同もいただき、小学校で必要な物品等の支援をいただ
いております。

近年児童数が減少する中、ＰＴＡの活動だけでは子どもた
ちの学習環境等の維持・向上を図ることが厳しくなってきてお
ります。ＰＴＡといたしましても、子どもたちが安心して学校生
活を送れるよう責任感を持ち活動していく所存でございますの
で、引き続き物心両面にわたるご支援を賜りますよう、どうかよろ
しくお願いいたします。

和邇小学校

令和の時代を迎えて

学習環境向上のために和邇小学校の暖かい応援団に感謝



　令和元年（平成 31年）度　後援会 ・ 同窓会役員名簿 

　後援会・同窓会名簿 　平成31年3月卒新会員

第
一
条

本
会
は
和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
は
事
務
所
を
和
邇
小
学
校
内
に
お
く
。

第
三
条

本
会
は
和
邇
小
学
校
同
窓
会
並
び
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者
を
持
っ
て
組
織
す
る
。

第
四
条

本
会
は
縁
故
あ
る
も
の
を
推
し
て
客
員
と
す
る
。（
本
校
に
勤

務
し
た
職
員
）

第
五
条

本
会
は
特
に
功
労
あ
る
も
の
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と

が
で
き
る
。（
当
時
の
会
長
）

第
六
条

本
会
は
会
員
相
互
の
交
誼
を
親
密
に
し
、
教
育
上
の
裨
益
を

図
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

第
七
条

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
講
演
会
、
懇
談
会

二
、
会
員
の
親
睦

三
、
会
報
の
発
行

四
、
母
校
の
後
援

五
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

第
八
条

本
会
に
左
の
役
員
を
お
く
。
但
し
役
員
の
任
期
は
一
か
年
と

し
、
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

一
、
会
長
一
名

一
、
副
会
長
二
名

一
、
幹
事
一
名

一
、
支
部
長
若
干
名

一
、
委
員
若
干
名

一
、
会
計
監
査
二
名

第
九
条

本
会
は
和
邇
小
学
校
長
を
名
誉
会
長
に
推
薦
す
る
。

第
十
条

本
会
の
役
員
の
選
出
は
次
の
通
り
と
す
る
。

一
、
会
長
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

二
、
副
会
長
は
和
邇
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
和
邇
学
区
自

治
連
合
会
長
と
す
る
。

三
、
支
部
長
は
自
治
会
長
と
す
る
。

四
、
幹
事
は
和
邇
小
学
校
教
頭
と
す
る
。

五
、
委
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
と
す
る
。

六
、
会
計
監
査
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
規
約

◆ 会　　長 畑　　尚登
◆ 副 会 長 德岡　明治（自治連合会長） 田中　豊実（ＰＴＡ会長）
◆ 名誉会長 鎌田　　豊（校長）
◆ 幹　　事 青谷　恭浩（教頭）
◆ 会計監査 平田　五郎（支部長） 久乗　友子（委員）
◆ 支 部 長（各自治会長）

岡村　　謙（小野） 木村　光男（高城） 久保　政明（和邇中）
中田　靖子（高城台） 西村　高行（今宿） 杉田　　実（虹ヶ丘）
安孫子昌治（南浜） 永田　徳安（栗原） 俵　　克己（中浜）
中野　泰孝（春日一丁目） 石川　博章（北浜） 前山　貴俊（春日二丁目）
安田　道雄（住吉台） 平田　五郎（春日三丁目） 久保ひろき（北住吉）
土井　拓男（生川）

◆ 委　　員（ＰＴＡ地区委員）
小野　由加（委員長）
岡村　純子（小野）
小嶋　　緑（和邇中） 稲葉　幸代（和邇中）
谷村　恵子（今宿） 若林　浩美（今宿）
箕西　幸子（南浜） 詫間　朋子（南浜）
森　　雅樹（中浜） 橋詰　智美（中浜）
神田　美紀（北浜） 西村　英一（北浜）
門脇　邦子（住吉台）
上坂賀世子（北住吉）
大賀美紀子（高城） 小谷　早苗（高城）
栗栖　麻衣（高城台） 鈴木　景子（高城台）
林　紗稚枝（虹ヶ丘） 中谷　史子（虹ヶ丘）
永田　佐織（栗原）
河合　　忍（春日一丁目） 福田　有紀（春日一丁目）
下川優香子（春日二丁目） 青谷　紀子（春日二丁目）
久乗　友子（春日三丁目） 塚田　聖子（春日三丁目）

第
十
一
条

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ

を
代
理
す
る
。

幹
事
は
会
長
の
指
導
に
よ
り
庶
務
会
計
に
あ
た
る
。

支
部
長
は
支
部
を
統
轄
す
る
。

委
員
は
支
部
長
を
補
佐
し
、
支
部
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ

れ
を
代
理
す
る
。

会
計
監
査
は
会
計
を
監
査
す
る
。

第
十
二
条

総
会
は
毎
年
一
回
こ
れ
を
開
く
。
但
し
必
要
あ
る
場
合
は
臨

時
に
こ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

総
会
は
会
計
、
会
務
の
報
告
、
役
員
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、

講
演
会
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
る
事
項

を
行
う
。

役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。
但
し

総
会
は
役
員
会
を
も
っ
て
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

本
会
の
経
費
は
入
会
金
、
会
費
、
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
四
条

会
費
は
年
五
百
円
と
し
、
新
入
会
員
は
入
会
金
と
し
て
別
に

三
百
円
を
納
付
す
る
。

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
者
に
は
特
別
会
費
を
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
十
五
条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一

日
に
終
わ
る
。

第
十
六
条

本
規
約
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
五
十
年
二
月
六
日

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
四
日

規
約
一
部
改
正
は
平
成
六
年
六
月
十
一
日

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
三
年
六
月
二
十
五
日

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
七
年
七
月
八
日

規
約
一
部
改
正
は
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日

平成３０年度　事　業　報　告 令和元年（平成３１年）度　事　業　計　画

平成３０年度　和邇小学校後援会・同窓会決算書 令和元年（平成３１年）度　和邇小学校後援会・同窓会予算書

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 23 水 ・後援会・同窓会役員会 ・平成29年度事業・会計決算報告

・平成30年度事業計画・予算案承認
・平成30年度役員決定

7 1 日 ・会報（第55号）発行
3 29 金 ・会計監査

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 22 水 ・後援会・同窓会役員会 ・平成30年度事業・会計決算報告

・令和元年度事業計画・予算案承認
・令和元年度役員決定

7 1 月 ・会報（第56号）発行
3 30 月 ・会計監査

項 目 予　算　額 決　算　額 増　減 付　　　記
会 費 450,000 423,500 ▲ 26,500 500円×847戸
入 会 金 34,800 34,500 ▲ 300 300円×115人
雑 収 入 15 1,072 1,057 定額預金利子
繰 越 金 40,877 40,877 0
合 計 525,692 499,949 ▲ 25,743

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付 記
会 費 423,500 450,000 500円×900戸
入 会 金 34,500 27,000 300円×90人
雑 収 入 1,072 1 利息等
繰 越 金 40,877 70,817
合 計 499,949 547,818

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 越 金 758,000 758,000
積 立 金 50,000 50,000
雑 収 入 0 0
合 計 808,000 808,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付 記
繰 越 金 758,000 808,000
積 立 金 50,000 50,000
雑 収 入 0 0
合 計 808,000 858,000

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 出 金 0 0
合 計 0 0

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増  減 付　　記

事 務 費 会 議 費 1,000 0 ▲ 1,000
消耗品費 6,000 956 ▲ 5,044 文書ファイル

事 業 費

総 会 費 5,000 0 ▲ 5,000
学校後援費 142,490 35,000 ▲ 107,490 卒業式写真 35,000円

卒業記念費 85,500 89,700 4,200
証書ホルダー 55,200円
記念品　　　 23,000円
胸花 11,500円

運 営 費

通 信 費 1,000 0 ▲ 1,000
印 刷 費 60,000 56,000 ▲ 4,000　　　　会報、納付領収書印刷代

設備充実費 170,000 188,836 18,836
加湿機 184,516円
掃除用 4,320円

積 立 金 積 立 金 50,000 50,000 0 定額積立

予備費 4,702 8,640 3,938 児童送りタクシー

合　　　計 525,692 429,132 ▲ 96,560

項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 付　　記

事 務 費 会 議 費 0 2,000 用紙、封筒

消耗品費 956 1,000 文書ファイル

事 業 費

総 会 費 0 2,000 湯茶

学校後援費 35,000 150,000
入学記念品（黄帽） 63,000円
卒業記念写真代 35,000円
学習活動・教材等充実費  52,000円

卒業記念費 89,700 70,200 記念品18,000円、胸花　9,000円
証書ホルダー　　　　  43,200円

運 営 費
通 信 費 0 1,312 切手代

印 刷 費 56,000 56,000 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 188,836 200,000 施設、備品、児童図書等

積 立 金 積 立 金 50,000 50,000
予備費 8,640 15,306
合計 429,132 547,818

＜ 収入の部 ＞ ＜ 収入の部 ＞

＜ 支出の部 ＞
＜ 支出の部 ＞

＜ 支出の部 ＞

＜ 残　　高 ＞

＜ 残　　高 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞ （単位:円）

（単位:円）

（単位:円）（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

499,949円 － 429,132円 ＝ 70,817円　残 70,817円は次年度に繰り越します。　

808,000円 － 0円 ＝ 808,000円　積立金 808,000円は次年度に繰り越します。

粟津　幸咲 中内　和寿 河原田桜良 藤井　　澪 澤井　翔哉 吉田　陵人 谷口　遼太
井ノ口らら 中小路友理 喜多　真依 藤井楽太郎 嶋口　愛絆 足髙　　颯 永田　菖蒲
小野　都古 中田　滉輝 木村　太一 松村　壮真 髙山　陽向 石田　貴己 西野　陸真
加藤　　悠 中野　栞汰 倉橋　　快 三田村ななせ 立石　優真 井上　大宙 橋本　　連
金田　虹々 橋本　美果 坂本　実都 山本　啓斗 田中　仁子 今井　椛愛 　井　一真
上出　智也 春田　颯来 佐々木　宙 山本　滉翔 田中真来弥 上田　創大 藤原　朱里
川合　秀摩 伴戸　来夢 左納　梨沙 稲田　樹 鶴田　　惺 内田　　葵 南　　希和
河合　凛果 平賀　椋斗 染矢直太郎 井ノ口藍香 德光幸志郎 梅本　彩奈 三宅聖太郎
川尻　修生 本郷　真希 竹脇　琉世 居場　光里 中上マリエ呈愛 黄前海輝斗 矢嶋　墨人
菅　　　響 松尾　有紗 伹馬　万愛 上田　祥大 永田　亜子 小野　千紘 安見　萌那
小原　陽菜 松村　莉菜 谷口　耀一 邑樂　　葵 中田　水音 河上　美桜 山川　夏輝
澤井　夏希 森川　　翼 辻　　唯奈 笠谷明香里 中塚　夏帆 駒井　茉奈 山口　敢大
柴田　陽大 赤井　美桜 永田　海翔 勝山　陽斗 中村　未来 齋藤　龍将 山田　悠生
髙本　夏彩 東　　舞莉 永田慎之介 川村このは 　村　壮人 笹本　千尋
竹宮新太郎 一與　芽生 　村　恒輝 小島　蓮登 　村　晴喜 清水　成美
竹村梁太郎 大脇　雅都 西村　望未 小原　美羽 野村　宥心 高橋ひかり
辻　隼人 川岡　沙和 馬場　　悠 小牧　香穂 松本　大知 竹森　煌太
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四角形


